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なぜ、知的資産なのか？
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中小企業における
知的資産経営の意義

■中小企業会計の整備に伴い、財務的な側面からの透明性が高まる一方で、本来の
中小企業の持ち味は財務情報に表現されていない部分に存在することが多い。この
ため、中小企業は、これまで以上に競争力の源泉として独自の知的資産を認識し、
それを活用する経営に努める必要性が高まっている。

■限られた経営資源の中で、新たな事業活動を始めようとする場合、持てる資源を
如何に最大限に活用し、如何に外部のリソースを使うかということを真剣に考える
必要がある。したがって、知的資産経営の考え方に沿って社内外の関係者の力を的
確に取り入れて、経営を進めていくことが必要である。

■中小企業では、会社の経営方針が社員や外部の関係者に充分に示されず、経営者
の頭の中にだけでイメージ化されることが多いが、不確実性の増す中、経営者自身
の能力だけでは対応不可能な事案も出てくることが想定されるため、その経営方針
を社員と共有し、金融機関や取引先と対話を図る経営姿勢が必要である。
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知的資産経営の効果
■限られた経営資源を最適に活用することが出来る。また、経営者自らが、
自社の強みについて新たな「気づき」を得るきっかけになる。

■取引先、顧客からの信用度が高まる。

■従業員の意識や仕事に対するモチベーション、一体感が高まる。

■経営方針や事業戦略に共感する人材の確保に繋がる。

■金融機関等からの自社に対する理解が深まる。
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知的資産経営とは
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知的資産の分類
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暗黙知と形式知
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形式知

暗黙知



Knowledge Management
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野中郁次郎



SECIモデル

Copyright© 2018  All Rights Reserved.ちえてらすコンサルティング 10



経産省
無形資産投資に関する
初めての体系的な手引き
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伊藤レポート2.0
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「持続的成長に向けた長期投資（ESG・無形資産投資）研究会」報告書
http://www.meti.go.jp/press/2017/10/20171026001/20171026001.html

世界で競争する企業の「稼ぐ力」の源泉
が、設備等の有形資産から計測しにくい
人材や技術、ブランド等の「無形資産」
に移行
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※伊藤レポート2.0参考資料より
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※伊藤レポート2.0参考資料より



PBR（株価純資産倍率）

Copyright© 2018  All Rights Reserved.ちえてらすコンサルティング 15

時価総額に対する純資産の倍率。
純資産に対して株価がどれだけ割安/割高になっているかの指標。

1.0以上: 時価総額≧ 純資産
• 企業の成⻑性が評価されている。財務諸
表にない無形資産が評価されている。
1.0未満：時価総額< 純資産
• 企業を解散した方が株主の利益が⼤きい
• 企業の成⻑性が評価されていない

PBR＝ 株価
1株当たり純資産

時価総額
純資産＝
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※伊藤レポート2.0参考資料より
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※伊藤レポート2.0参考資料より
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※伊藤レポート2.0参考資料より
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※伊藤レポート2.0参考資料より
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※伊藤レポート2.0参考資料より
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※伊藤レポート2.0参考資料より
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※伊藤レポート2.0参考資料より



先進事例 京都
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京都府 知恵の経営認証制度
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http://www.pref.kyoto.jp/sangyo-sien/1220963445686.html

平成20年より中小企業者の経営の安定及び
成長発展を図るため、自らの強みである
知的資産を経営に積極的に活用している
中小企業者を府が認証

現在 180社以上が認証
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今回の講座のアウトプット
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知的資産経営報告書
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中小機構 事業価値を高める経営レポート 作成マニュアル改訂版
http://www.smrj.go.jp/tool/supporter/soft_asset1/index.html
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（ふたたび）中小企業における
知的資産経営の意義

■中小企業会計の整備に伴い、財務的な側面からの透明性が高まる一方で、本来の
中小企業の持ち味は財務情報に表現されていない部分に存在することが多い。この
ため、中小企業は、これまで以上に競争力の源泉として独自の知的資産を認識し、
それを活用する経営に努める必要性が高まっている。

■限られた経営資源の中で、新たな事業活動を始めようとする場合、持てる資源を
如何に最大限に活用し、如何に外部のリソースを使うかということを真剣に考える
必要がある。したがって、知的資産経営の考え方に沿って社内外の関係者の力を的
確に取り入れて、経営を進めていくことが必要である。

■中小企業では、会社の経営方針が社員や外部の関係者に充分に示されず、経営者
の頭の中にだけでイメージ化されることが多いが、不確実性の増す中、経営者自身
の能力だけでは対応不可能な事案も出てくることが想定されるため、その経営方針
を社員と共有し、金融機関や取引先と対話を図る経営姿勢が必要である。
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（ふたたび）
知的資産経営の効果

■限られた経営資源を最適に活用することが出来る。また、経営者自らが、
自社の強みについて新たな「気づき」を得るきっかけになる。

■取引先、顧客からの信用度が高まる。

■従業員の意識や仕事に対するモチベーション、一体感が高まる。

■経営方針や事業戦略に共感する人材の確保に繋がる。

■金融機関等からの自社に対する理解が深まる。
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貸借対照表 損益計算書 CF計算書

知的資産経営報告書

決算書（財務面）

稼ぐ力の源泉＝強み

経営計画
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「稼ぐ力」の源泉を
可視化しよう！
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